
（様式１）令和４年度 小中一貫教育「徳島モデル」推進事業実施報告書

実践地域 鳴門市（瀬戸中学校区）

１ 本年度の研究テーマ
保護者も子どもも瀬戸中学校区の学校で学ばせたい，学びたいと感じることのできるような，
より魅力ある学校づくりを進める。

２ 取組の内容
（１）推進委員会や専門部会，教職員による合同研修会による課題共有と協議

新転入職員ＰＢＳ研修会 推進委員会 合同研修会 第２回推進委員会

（２）協働・参観授業の実践 （３）異校種間交流

参観授業 協働授業

（４）保護者・地域への情報発信 朝の挨拶運動 絵本の読み聞かせ

（５）ドリームコンサート (６)評価

一貫通信 生徒指導取組リーフレット
交換日記

（７）「すくすく瀬戸っ子成長の記録」改定

３ 研究の成果と課題
（１）今年度の成果
合同研修では，今年度実施予定の取組について「学びのプラン」を基に重点目標を決定し，取

り組み方及び指導の方向性が明確になったと感じる。また，学校交流部が中心となって取り組ん
でいる「絵本の読み聞かせ」と学習指導部の「協働授業」では，取組の後には児童生徒の意欲を
高めるための評価（スケッチブックによる交換日記，付箋によるコメントの掲示）を行うことで，
主体的な取組にもつながった。さらに，生徒指導部では昨年度に引き続き取組をリーフレットや
パネルにし，保護者や地域へ啓発を行った。
「すくすく瀬戸っ子成長の記録」についても改定を行い，子ども自身が自分の成長について振り
返り，より明確に成果と課題が把握できるものとなった。
（２）来年度への課題
鳴門市では，一貫教育（連携教育）の目的は，①段差の解消②学力向上③地域に根ざす④教職

員の意識を変える（力量形成）であると考えており，今年度実施した取組の見直し（スリム化）
と，特に④教職員の意識を変える（力量形成）ための取組を実践できるよう，具体的な実践計画
を作成し改善につなげていきたい。
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瀬戸中学校区幼小中一貫教育 R４．９
せ と ち ゆ う が つ こ う く よ う し よ う ち ゆ う い つ か ん き よ う い く

生徒指導部からのお知らせ
せ い と し ど う ぶ し

昨年，明神幼稚園・明神小学校・瀬戸中学校のみなさんは，
さ く ね ん あきの か み よ う ち え ん あきの か み しよう が つ こ う せ と ちゆう が つ こ う

「『あいさつ』と『なかま』を大切にします！」
た い せ つ

をテーマに，がんばってくれました。

おかげで･･･

幼稚園でも小学校でも中学校でも，
よ う ち え ん しよう が つ こ う ちゆう が つ こ う

元気なあいさつができるようになりました！
げ ん き

また，友だちの良さを発見したり，
と も よ は つ け ん

仲間の大切さをわかりあえたりすることができました。
な か ま た い せ つ

例えば･･･
た と

クラスのほとんどが保育園から一緒なので，顔を見ただけで「悩みがある
ほ い く え ん い つ し よ かお み なや

のかな？」と察して話しかけたり，逆に気にしないよう明るく接してくれる。
さ つ はな ぎやく き あ か せ つ

ある子が足を痛めたとき，みんなで肩を貸したり運んであげたりした。
こ あ し い た か た か は こ

運動会の時，男女関係なく仲良く協力し合えていた。
う ん ど う か い と き だ ん じ よ か ん け い なか よ きよう りよく あ

授業中間違えたら，「教室は間違えるところだ！」と男子が言っていた。
じ ゆ ぎようちゆう ま ち が きよう し つ ま ち が だ ん し い

わからないところは誰で
だ れ

も教えてくれる。
お し

男女関係なく仲良く接したり協力できている。
だ ん じ よ か ん け い なか よ せ つ きよう りよく

前に比べてみんな大人になって，自然と助け合ったり，思
ま え く ら お と な し ぜ ん た す あ お も

うことを言い合えたりと互いを認め合えるようになった。
い あ たが み と あ

学校行事ではみんなが一つになっている。
が つ こ う ぎよう じ ひ と

常にみんな笑顔。互いに認め合っている感じがする。
つ ね え がお た が み と あ か ん
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なので･･･

今年も，明神幼稚園・明神小学校・瀬戸中学校の
こ と し あきの か み よ う ち え ん あきの か み しよう が つ こ う せ と ちゆう が つ こ う

こどもたちは「あいさつ」と「なかま」を大切にします！
た い せ つ

をテーマにします。具体的に目標をあげると･･･
ぐ た い て き も く ひよう

◎あいさつについて

明神幼稚園 明神小学校 瀬戸中学校
あきの か み よ う ち え ん あきの か み しよう が つ こ う せ と ちゆう が つ こ う

○元気よく自分からあいさ ○誰にでも，自分からあ ○相手の目を見て，元気
げん き じ ぶん だれ じ ぶん あい て め み げ ん き

つをしよう！ いさつができる人にな な声であいさつをしよ
ひ と こ え

○「ありがとう」「ごめんな ろう！ う！

さい」など必要なあいさ ○あいさつをしっかりと ○時と場合に応じて，相
ひつ よ う と き ば あい お う あい

つが，場面に応じて言え 返すことができる人に 手の気持ちを考えたあ
ば めん お う い かえ ひ と て き も かんが

るようになろう！ なろう！ いさつをしよう！

◎なかまづくりについて

明神幼稚園 明神小学校 瀬戸中学校
あきの か み よ う ち え ん あきの か み しよう が つ こ う せ と ちゆう が つ こ う

○友だちが嫌がることをし ○「ありがとう」や「ごめ 人として正しい行動を
と も いや ひ と ただ こ う ど う

ない！ んね」が言える人にな 考 え，自分の 考 えをしっ
い ひ と かんが じ ぶん かんが

○友だちと楽しく園生活を ろう！ かりと持ち，状況や相手
と も たの え ん せい かつ も じよう きよう あい て

過ごそう！ ○相手の気持ちを考え の気持ちをくみ取った行
す あい て き も かんが き も と こ う

○自分も友だちも大切にし られる人になろう！ 動を取ろう！
じ ぶん と も たい せつ ひ と ど う と

よう！

今まで以上に元気で明るいあいさつができる
い ま い じよう げ ん き あ か

ようになりましょう。また，友だちの良さを見つけ
と も よ み

て感謝の気持ちや認め合う気持ちが持てるよう
か ん し や き も み と あ き も も

にがんばっていきましょう。



あいさつとなかまを大切に
瀬戸中学校区 幼小中一貫教育生徒指導部

１ あいさつ

２ なかまづくり

明神小学校
あ き の か み し よ う が つ こ う

Q1 あなたは元気なあいさつができましたか？
げんき

①朝（登校時に）･･･良くできた・まぁまぁできた ９０％
あさ とうこうじ よ

②授 業 中の礼･･･良くできた・まぁまぁできた ８８％
じゆぎようちゆう れい よ

③来校者や外部の人に･･･良くできた・まぁまぁできた ８８％
らいこうしや がいぶ ひと よ

④家庭で，地域で･･･良くできた・まぁまぁできた ８５％
かてい ちいき よ

Q2 あいさつをして”良かったなぁ”と思った気持ちは？
よ おも き も

①気持ち良さを感じた。 １０４人 ②笑顔になれた。 ８２人
き も よ かん にん えがお にん

③友だちとのつながりを感じた。 ８２人
とも かん にん

④先生や家族に見守られていると感じた。 ５８人
せんせい かぞく みまも かん にん

⑤知らない人が笑顔であいさつしてくれ た。８９人
し ひと えがお に ん

明神幼稚園
あ き の か み よ う ち え ん

（年 少）
ねんしよう

・登園すると友だちが「おはよう！」と靴箱まであいさつに来てくれて，
とうえん とも くつばこ き

今日も友だちといっぱい遊びたい気持ちになった。
きょう とも あそ き も

・友だちや先生が自分の名前を呼んで，あいさつをしてくれたことが
とも せんせい じぶん なまえ よ

うれしかった。

（年長）

・鬼ごっこで友だちとぶつかったとき，そばにいた友だちが「ごめん。
おに とも とも

大丈夫？」や「先生に知らせてくるね。」と心配をして言葉をかけ
だいじょうぶ せんせい し しんぱい ことば

てくれたり， 体 に付いた砂をはらったりしてくれた。
からだ つ すな

・降園の時「バイバイ。明日もいっしょに今日の続きをして遊ぼう
こうえん とき あした きょう つづ あそ

ね！」と言いながらみんなでタッチをして，明日も幼稚園に来るの
い あした ようちえん く

が楽しみになった。
たの

瀬戸中学校
せ と ち ゆ う が つ こ う

(１)あいさつについて

①朝（登校時に） (a)できた ９７％ (b)できなかった ３％
あさ とうこうじ

②授 業 中の礼 (a)できた ９０％ (b)できなかった １０％
じゆぎようちゆう れい

③来校者や外部の人に対して (a)できた ９２％ (b)できなかった ８％
らいこうしや がいぶ ひと

④家庭で家族に (a)できた ８０％ (b)できなかった ２０％
かてい かぞく

だ い じ よ う ぶ

こ と ば

い

(小１) (年少)
(中1)

(年少)

か か り し ご と く ふ う

あ か

(小２)

き よ う

ひ と は つ

ぴ よ う

(小３)

あ い て き も か ん が

わ

(小５)

た が あ

ば め ん ふ

(小５)

じ ぶ ん こ う ど う

こ う ど う お も

(小６)

い つ し よ あ そ ぼ い

な か ま

お も

(小２)

こ ま こ こ え

こ ふ

(小３)

が つ き ゆ う か い

かんが は な あ と

く

(小１)

が ん ば ひ と お う え ん

(小４)

べ ん き よ う が ん ば つ

わ も ん だ い

お し

(小４)

も ん だ い お じ ぶ ん

か い け つ

ふ

(小６)

(年長)
(中1)

(中２)

(中２)

(中３)

(中３)

(年長)



☆ 鳴門市瀬戸中学校区幼小中一貫指導プラン「学びのプラン」（学習面）

幼稚園 小学校１年 小学校２年 小学校３年 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 中学校３年

姿勢
聞き方

タブレット

９０分以上 １２０分以上 １５０分以上

お勉強をすることが…

国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C 国　　A　　B　　C

算　　A　　B　　C 算　　A　　B　　C 算　　A　　B　　C 算　　A　　B　　C 算　　A　　B　　C 算　　A　　B　　C 数　　A　　B　　C 数　　A　　B　　C 数　　A　　B　　C

タブレットを用いて、自己表現がで
きる。

・常に姿勢を整える意識を持つ。肘をついたり、足
を組んだりすることなく、正しい姿勢を保つ。
・話し手の意図を捉え、自分の考えと関連づける

・状況に合わせて正しい聞く姿勢を
とることができる。
・自分の考えと比較したり、分類し
たり、関連づけた入りしながら聞く。

「です。ます。」をつけたり、丁寧
な言葉遣いを使う。

相手や場に応じた言葉遣いをする。

自分の考えを文章化し、筋道を立
てて分かりやすく

学習の状況
好き　　　きらい

その学年の国・算(数)の学習理解を自分なりに振り返ってみよう。　A…十分理解できた　　B…理解できた　　C…あまり理解できなかった　　　に○をしてみよう。

話し方

みんなの方に体を向けて，全員に聞こえる声で

自分の気持ちを
言葉で表現する。

めざす子ども像

６０分以上

自己肯定感の育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◯　人権学習を行い，自己を振り返る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◯　体験活動の充実（総合的な学習の時間や特別活動，各教科など）

家庭学習の習慣・定着

ノート

基
本
的
な
学
習
習
慣
の
確
立

基本的な操作ができる。

家庭学習の定着

絵本や物語に親
しみ，想像を楽し
みながら，イメー
ジや言葉を豊か
にする。

○読書の習慣化。学年の発達段階や児童・生徒一人ひとりの興味・関心に応じた本を読む。また，新聞を読み社会の出来事に関心をもつようにする。

　　　　　　　　確かな学力を積み重ね，自己実現を図ることができる力育てたい力

はっきりとした発音で最後まで。
「です。ます。」をつけて。

相手に分かりやすい語句を選ん
で、場に応じた聞きやすい表現をす
る。

与えられた課題（宿題）
読み・書き・計算の基礎学習

与えられた課題（宿題）
興味関心に応じた自主学習

与えられた課題＋復習
テスト勉強を計画的に

与えられた課題＋復習
テストや自己実現に向けて

２０分以上 ４０分以上

幼小接続の強化段階・生活や学習の基盤づくり段階 小中学校の接続強化段階

・背筋を伸ばし，足の裏を床につけ，机に正対して正しい姿勢で学習する。
・挙手するときは，肘を伸ばし，指をそろえてまっすぐに挙げる。
・発表している人に体を向ける

　『未来を拓く 瀬戸・北灘
の子どもたち』

○　自ら学び，確かな学力を身につけた子ども                    ○　規律を守り，礼儀正しく生活する子ども
       ○　自他を大切にし，差別やいじめを許さない子ども　      　○　ふるさとを愛し，心身ともに健やかな子ども

自主学習を計画的・継続的に行う
自主学習の良さを理解し、自分の
ために主体的に

・正しい語句を用いて、構成を考え、論理
立てて意見を言う。
・相手の意見を受け入れた上で、自分の
意見を伝える。

・「◯◯さんと同じで（ちがって）」を使って自分の意見を言う。
・「わけは」「なぜなら」等を使うことができる。

・友達の意見と比べながら自分の意見を言う。
・最も答えたいことを、きちんと伝えることができ
る。

日付，ページ数，単元名，めあて，自分の考え，友達の考え（板
書），まとめ（感想）という一連の流れを統一

板書をうつす上に、要点や理解が難しい
箇所等を、自分なりにアレンジしてノートを
自分だけの参考書となるように作る。

日付，ページ数，単元名，めあて，自分の考え，友達の考え
（板書），まとめ（感想）という一連の流れを統一の上に、自
分なりに工夫をしてノートを作成する。

黒板に書いてあることを
正確に速く

自分の意見を書いたり
間隔を空けて書いたり

授業の流れが分かるようなまとめ方で

小中一貫・連携教育の充実段階

目的に合わせて、様々な使い方
ができる。

自分の思い通りに、自由に使うことができる。

接続接続



幼稚園 小学校１年 小学校２年 小学校３年 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 中学校３年

生活リズム

準　備
家の人と一緒に持
ち物の準備をする。

自分の持ち物の
片付けができる。

廊下・階段

時刻を守る
先生の指示した
時間を守る。

人　権

情報モラル

ことばがけ
「ありがとう」「ご
めんなさい」が言
える。

言動

ともだちと楽しく
遊ぶことができ
る。ともだちが嫌
がることをしな
い。

幼稚園 小学校１年 小学校２年 小学校３年 小学校４年 小学校５年 小学校６年 中学校１年 中学校２年 中学校３年

基本的な生
活習慣

できた　　　できなかった

なかまづくり できた　　　できなかった

生
活
の
状
況

各1年間の自分の生活を、自分なりに総括して振り返ってみよう。　○…できた　　×…もう少し　を記入してみよう。

小中一貫・連携教育の充実段階

自分や友達のよさに気付く。
お互いのちがいを認め合い，
自分も友達も大切にする。

自分もまわりの人も大切にし，
相手の立場を考えて行動する。

整理整頓

机やロッカーの整理整頓ができる。
机，ロッカーの整理整頓や，協力
して教室内の整理整頓ができる。

机，ロッカーなど，身の回りの整理整頓や協力して校内の整
理整頓ができる。

「早寝・早起き・朝ご飯」の大切さを知り，親子で取り組む。 「早寝・早起き・朝ご飯」について理解し，自分で実践できる。

家の人と一緒に時間割を見て
学習や提出物の準備をする。

幼小接続の強化段階・生活や学習の基盤づくり段階 小中学校の接続強化段階

身近な生活の中での差別に気付き，
解決しようとする。

家庭で決めた約束やルールを守って使うことができる。
正しい使い方を理解し，相手への
影響を考えて使うことができる。

情報モラルを守り，メディアと適切に
関わることができる。

次の授業の準備をしてから席を立つ。
チャイムの合図で着席する。

時間を無駄にしない行動をする。
(移動・準備・学習等有効に時間を使
う)

自分から進んで時と場に応じた
気持ちのよいあいさつや返事が
できる。友人同士のあいさつを
大切にできる。

誰にでも(仲間を含む)自分から進んで相手の目を
見て気持ちのよいあいさつや返事ができる。

自分の思いを、相手の気持ちを考えて言葉で伝える
ことができる。自分の言葉の重みをしっかりと認識
し、考えて発言ができる。

相手の気持ちを考えた言動を考え、実行することが
できる。身近な問題を自主的に話し合ったり、状況や
相手の気持ちをくみ取りながら行動したりすることが
できる。

｢ちくちく言葉｣と｢ふわふわ言
葉｣を理解　した言葉遣いができ
る

状況や相手の気持ちを考えて、
｢ごめんなさい｣や｢ありがとう｣
が言える。

社
会
性

学びのプラン(生活面）

相手の気持ちを考え、意見を聞
いた上で自分の考えや意思を伝
え、相互理解につなげることが
できる。

基
本
的
な
生
活
習
慣

自分の先の予定まで計画をし、確実
に準備を行うことができる。

望ましい生活リズムを自分で考え計
画し、その定着・習慣化を図る。

めざす子ども像
　『未来を拓く 瀬戸・北灘の子どもたち』
　　○　自ら学び，確かな学力を身につけた子ども　　　　　　　○　規律を守り，礼儀正しく生活する子ども
　　○　自他を大切にし，差別やいじめを許さない子ども　　　 ○　ふるさとを愛し，心身ともに健やかな子ども

育てたい力                      ｢あいさつ｣や｢相手の気持ちを考えた言葉がけ｣ができる日常をでつくり、 　　　　　｢なかま｣を大切にする力

な
か
ま
づ
く
り

ともだちが嫌がることをしない。
自分がされていやなことは、相
手にはし　ない。身近な問題を
話し合って解決できる。

人としての正しい言動を考え、自
分の言　動に責任を持ち、その
場の状況を鑑みた行動をとるこ
とができる。

元気よくあいさつ
や返事ができる。

自分から進んで相手の目を見て
元気よくあいさつや返事ができ
る。

自分で時間割を確認し，学習用具や
提出物の準備をする。

自分で明日の予定を把握し，準備をする。

下駄箱のくつのかかとをそろえる。トイレのスリッパをそろえる。 トイレのスリッパを並べる良さを知り、行動する。

あいさつ
お客さんにも自分から進んで相
手の目を見てはっきりとあいさつ
や返事ができる。

自分の行動が、学校やなかまを大切
にする行動につながることを理解して
スリッパを並べることができる。

静かに右側を歩く。
公共の場の意識を持ち、危険な行動や他の迷惑になる行動
をしない。

掲示物等にも気を配り、みんなが過ご
しやすい空間を作ろうとできる。

次の授業の準備をしてから席を立つ。
自分の席でチャイムを待つ。

次の授業の準備をしてから席を立つ。
時間に余裕をもった行動をする。

身の回りのものを使いやすいように
整理整頓できる。また責任をもち，
協力して校内の整理整頓ができる。

接続 接続



○なまえつ
   けてよ

○きいて，
   きいて，
   きいてみ
   よう

○見立てる
○言葉の意
   味が分か
   ること

○みんなが
   過ごしや
   すい町へ

○たずねび
   と

○よりよい
   学校生活
   のために

○固有種が
   教えてく
   れること

○グラフや
   表を用い
   て書こう

○やなせた
   かしーア
   ンパンマ
   ンの勇気

○あなたは
   どう考え
   る

○想像力の
   スイッチ
   を入れよ
   う

○この本お
   すすめし
   ます

読み取る

①文章の内容を理解して要旨をまとめ
   ることができる。
②登場人物の人物像や心情，人間関係
   などを読み取ることができる。

書く・知る

①目的や意図に応じて簡単に書いたり
   詳しく書いたりするとともに，事実と
   感想，意見などを区別して書くなど，
   自分の考えが伝わるように書き方を
   工夫することができる。
②言葉の使い方について理解すること
   ができる。

聞く・話す

①話の内容を理解し，友達の考えと比
   べながら，自分の考えをまとめたり
   深めたりすることができる。
②資料を活用するなどして，自分の考
   えが分かりやすく伝わるよう，表現の
   工夫をすることができる。

漢字
①学習している漢字を読んだり，文や文
   章の中で使ったりすることができる。

伝統文化を楽しも
う

筆者の考えを　読
み取ろう

登場人物の関係を
とらえて

○帰り道 ○聞いて考
   えを深
　 めよう

○笑うから
　 楽しい
○時計の時
　 間と心の
　 時間

○たのしみ
　 は

○森へ ○せんねん
　 まんねん

○やまなし
○イーハ
   トーヴの
   夢

○みんなで
   楽しく過
   ごすため
   に

○鳥獣戯画
   を読む

○日本文化
   を発信し
   よう

○狂言「柿
   山伏」

○メディア
   と人間社
   会
○大切な人
   とつなが
   るために

○思い出を
   言葉に

○今，私
   は，ぼく
   は

○海の命

読み取る

①文章の内容を理解して要旨をまとめ
   ることができる。
②登場人物の人物像や心情，人間関係
   などを読み取ることができる。

書く・知る

①目的や意図に応じて簡単に書いたり
   詳しく書いたりするとともに，事実と
   感想，意見などを区別して書くなど，
   自分の考えが伝わるように書き方を
   工夫することができる。
②言葉の使い方について理解すること
   ができる。

聞く・話す

①話の内容を理解し，友達の考えと比
   べながら，自分の考えをまとめたり
   深めたりすることができる。
②資料を活用するなどして，自分の考
   えが分かりやすく伝わるよう，表現の
   工夫をすることができる。

漢字
①学習している漢字を読んだり，文や文
章の中で使ったりすることができる。

1 登場人物どうしの関わり 2 文章の要旨をとらえる 3 物語の全体像をとらえる 4 資料を用いた文章の効果 5 伝記から自分の生き方を考える 6 事例と意見の関係をおさえる 7 すぐれた表現に着目する

表現の工夫を　とら
えて

（思いを伝えよう）

６
年

　　Ａ・・・十分理解できた　　Ｂ・・・まずまず理解できた　　Ｃ・・・あまり理解できていない

すくすく瀬戸っ子成長の記録　     ～　小学校　国語　高学年編　～　（　　　　　　　　　　　　　）

視点の違いに注目して
筆者の意図や主張を

とらえよう
本は友達

詩を味わおう
作品の世界

○大造じいさんとガン

５
年



　　　◎･･･十分できた　　　○･･･できた　　　△･･･がんばろう

読み取る

①目的や意図に応じて簡単に書
   いたり詳しく書いたりするとと
   もに，事実と感想，意見などを
   区別して書くなど，自分の考え
   が伝わるように書き方を工夫
   することができる。
②言葉の使い方について理解す
   ることができる。

書く・知る

（書）書きたい内容を段落ごとに
      整理して書くことができる。
（知）主語や述語，修飾語の関係
      や接続語について理解する
      ことができる。

聞く・話す

（聞）必要なことを記録したり，質
      問したりしながら聞くことが
      できる。
（話）相手に伝わるように，理由
      や事例などをあげて話すこ
      とができる。

漢字
・学習している漢字を正しく読ん
  だり書いたりし，文章の中で使
  うことができる。

読み取る

（説）筆者の考えやその理由や事
      例などを読み取ることがで
      きる。
（物）登場人物の行動や気持ちな
      どについて読み取ることが
      できる。

書く・知る

（書）書きたい内容を段落ごとに
      整理して書くことができる。
（知）主語や述語，修飾語の関係
      や接続語について理解する
      ことができる。

聞く・話す

（聞）必要なことを記録したり，質
      問したりしながら聞くことが
      できる。
（話）相手に伝わるように，理由
      や事例などをあげて話すこ
      とができる。

漢字
・学習している漢字を正しく読ん
  だり書いたりし，文章の中で使
  うことができる。

すくすく瀬戸っ子成長の記録 ～　小学校　国語　中学年編　～　（　　　　　　     　　　　　　）

4月～7月 ８月～12月 1月～3月

どきん
～

春のくらし

漢字の音と訓
～

「じょうほう全体と中心」

気持ちをこめて
「来てください」

～
「じょうほう」

いんようするとき

わたしとこ鳥とすずと
～

ローマ字

ちいちゃんの
かげおくり

～
はんで意見を
まとめよう

すがたをかえる大豆
～

ことわざ・故事成語

三年とうげ
～

たから島のぼうけん

詩のくふうを楽しもう
～

ありの行列

３
年

4月～7月 ８月～12月 １月～３月

春のうた
～

春の楽しみ

聞き取りメモの工夫
～

カンジーはかせの
都道府県の旅

お礼の気持ちを
伝えよう

～
要約するとき

新聞を作ろう
～

漢字の広場③

ごんきづね
～

漢字の広場④

世界にほこる和紙
～

漢字の広場⑤

自分だけの詩集を作ろう
～

ウナギのなぞを追って

４
年



◎･･･よくできた　　○･･･できた　　△･･･がんばろう

読み取る

①目的や意図に応じて簡単に書
   いたり詳しく書いたりするとと
   もに，事実と感想，意見などを
   区別して書くなど，自分の考え
   が伝わるように書き方を工夫
   することができる。
②言葉の使い方について理解す
   ることができる。

書く・知る

（書）語と語，言葉と言葉のつながり
     に気を付けて，自分の思ったこ
     とや伝えたいことなどを書くこ
     とができる。
（知）主語と述語との関係に気付く
     ことができる。

聞く・話す

（聞）大事なことを落とさないよう
     に，興味をもって聞くことがで
     きる。
（話）声の大きさや速さなどに注意
     して，はっきりした発音で話す
     ことができる。

ひらがな
カタカナ

漢字

・学習している文字を読んだり，文
 や文章の中で使ったりすることが
 できる。

読み取る
・説明文や物語の内容について，大
 体を読み取ることができる。

書く・知る

（書）語と語，言葉と言葉のつながり
      に気を付けて，自分の思ったこ
      とや伝えたいことなどを書くこ
      とができる。
（知）主語と述語との関係に気付く
      ことができる。

聞く・話す

（聞）大事なことを落とさないよう
      に，興味をもって聞くことがで
      きる。
（話）声の大きさや速さなどに注意
      して，はっきりした発音で話す
      ことができる。

漢字
・学習している文字を読んだり，文
 や文章の中で使ったりすることが
 できる。

くじらぐも
～

ことばをたのしもう

かん字のはなし
～

ともだちのこと
しらせよう

むかしばなし
をよもう

～
てがみでしらせよう

こえに出してよもう
～

かたかなのかたち

ことばをみつけよう
～

いいこといっぱい，
一年生

１
年

4月～7月 ８月～12月 1月～3月

いいてんき
～

くちばし

おもちやとおもちゃ
～

おおきなかぶ

はをへをつかおう
～

こんなことが
あったよ

いちねんせいのうた
～

かずとかんじ

４月～７月 ７月～１２月 1月～3月

ふきのとう
～

ともだちをさがそう

いなばの白うさぎ
～

かんさつ名人になろう

同じぶぶんをもつ
かん字

～
丸，点，かぎ

氏の楽しみ方を
見つけよう

～
ようすをあらわす

ことば

どうぶつ園のじゅうい
～

お手紙

そうだんに
のってください

～
馬のおもちゃの作り方

おもちゃの作り方
をせつめいしよう

せかい一の話
お手紙

～
あきがいっぱい

そうだんに
のってください

～
かん字の広ば４

２
年

すくすく瀬戸っ子成長の記録 ～　小学校　国語　低学年編　～　（　　　　　　     　　　　　　）



A･･･十分理解できた　　　B･･･まずまず理解できた　　C･･･あまり理解できていない

実施月

単元

整
数
と
小
数

体
　
積

比
　
例

小
数
の
か
け
算

小
数
の
わ
り
算

合
同
な
図
形

整
　
数

分
数

(

1

)

面
　
積

平
均
と
そ
の
利
用

単
位
量
あ
た
り
の
大

き
さ

分
数

(

2

)

割
　
合

円
と
正
多
角
形

割
合
の
グ
ラ
フ

角
柱
と
円
柱

速
　
さ

変
わ
り
方

観点 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技

基

礎

基

本

の

定

着

・

目

標

○
整
数
や
小
数
を
1
0
倍
，
1
0
0
倍
，
し
た
数
や
，
1
/
1
0
，

1
/
1
0
0
，
に
し
た
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
体
積
や
容
積
の
意
味
が
わ
か
り
直
方
体
や
立
方
体
の
体
積
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る

○
比
例
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
小
数
の
乗
法
の
計
算
が
で
き
る

。

○
小
数
の
除
法
の
計
算
が
で
き
る

。

○
合
同
の
意
味
や
性
質
を
理
解
し
ま
た
，
三
角
形
や
四
角
形
の
内
角
の

和
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
整
数
を
偶
数
と
奇
数
に
類
別
し
た
り
，
倍
数
･
約
数
な
ど
を
求

め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
分
数
の
約
分
･
通
分
に
つ
い
て
理
解
し
，
異
分
母
分
数
の
加
減

計
算
が
で
き
る

。

○
公
式
を
用
い
る
な
ど
し
て
三
角
形
や
四
角
形
の
面
積
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る

。

○
平
均
を
求
め
た
り
，
そ
れ
を
用
い
こ
と
が
で
き
る

。

○
単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
分
数
と
小
数
･
整
数
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る

。

○
百
分
率
を
用
い
て
数
量
の
関
係
を
正
し
く
と
ら
え
て
計
算
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
る

○
円
の
直
径
か
ら
円
周
を
求
め
た
り
，
円
周
か
ら
直
径
を
求
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る

。

○
帯
グ
ラ
フ
や
円
グ
ラ
フ
を
用
い
て
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
る

。

○
三
角
柱
や
円
柱
の
見
取
図
や
展
開
図
を
か
く
こ
と
が
で
き
る

。

○
速
さ
つ
い
て
理
解
し
，
速
さ
を
単
位
を
用
い
て
表
し
た
り
比
べ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
伴
っ
て
変
わ
る
2
つ
の
数
量
の
関
係
を
て
式
に
表
し
た
り
，
表
に
か
い
て
調

べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

基準問題

教科書

ｐ１４
➀

ｐ２６
②

ｐ３０
②

ｐ５０
②

ｐ７２
②

ｐ９０
➀③

ｐ１１０
②③
④⑤

ｐ１２２
④

ｐ１４８
②

ｐ１５６➀
ｐ１６２②

ｐ１７０
➀②③

ｐ１８２
②③

ｐ１９９
④

ｐ２０３
➀

ｐ２１９
②

ｐ２２６
②

ｐ２２３
⑥

５年時

6年時

中1時

中2時

実施月

単元

対
称
な
図
形

文
字
と
式

分
数
×
整
数

分
数
÷
整
数

立
体
の
体
積

図
形
の
拡
大
と

縮
小

ま
と
め

観点 知技 知技 知技 知技 知技 知技

基

礎

基

本

の

定

着

・

目

標

○
線
対
称
・
点
対
称
な
形
を
理
解
し
，
作
図
す
る
こ
と
が
で
き

る ○
文
字
を
使
っ
て
式
に
表
し
た
り
，
x
な
ど
の
値
を
求
め
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
分
数
を
か
け
る
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
分
数
を
わ
る
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
公
式
を
使
っ
て
柱
体
の
体
積
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
拡
大
図
や
縮
図
を
作
図
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

基準問題

教科書

ｐ２４
②

ｐ３４
➀②

ｐ５６
➀

ｐ７０
②

ｐ１１０
②

Ｐ１４２
➀②

６年時

中１時

中２時

すくすく瀬戸っ子成長の記録 ～小学校　高学年　算数(自己評価）編～ （　　　　　　　　　　　）

５
年
生

4月～7月 ８月～12月 １月～3月

自
己
評
価

６
年
生

4月～7月 ８月～12月 １月～3月

資
料
の
調
べ
方

円
の
面
積

比
と
そ
の
利
用

お
よ
そ
の
形
と
大
き

さ

比
例
と
反
比
例

場
合
を
順
序
よ

く
整
理
し
て

知技

○
ド
ッ
ト
プ
ロ
ッ
ト
，
度
数
分
布
表
な
ど
を
使
っ
て
資
料
を

整
理
し
た
り
，
資
料
か
ら
代
表
値
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る

。

○
公
式
を
使
っ
て
円
の
面
積
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
比
で
表
し
た
り
，
等
し
い
比
を
み
つ
け
て
比
を
簡
単
に

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
比
例
や
反
比
例
の
関
係
を
，
式
や
表
，
グ
ラ
フ
に
表
す
こ

と
が
で
き
る

。

組
み
合
わ
せ
や
並
べ
方
を
順
序
よ
く
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
ま

た
，
落
ち
や
重
な
り
の
な
い
よ
う
に
調
べ
る
た
め
に
は
，
観
点
を
き

め
た
り
，
図
や
表
を
工
夫
し
た
り
し
て
調
べ
れ
ば
よ
い
こ
と
を
理
解

す
る

。

知技 知技 知技 知技

Ｐ８６
➀

Ｐ１０２
②

ｐ１２２
➀②

P１７６②
Ｐ１７７⑤

Ｐ１９６
➀②

自
己
評
価



九
九
と
か
け
算

わ
り
算

時
こ
く
と
時
間

ひ
っ
算

た
し
算
と
ひ
き
算
の

一
万
を
こ
え
る
数

た
し
算
と
ひ
き
算

表
と
グ
ラ
フ

重
さ

円
と
球

計
算
の
順
序

何
倍
で
し
ょ
う

　
　
式
と
計
算

　
１
け
た
か
け
算
の
筆
算

分
数

三
角
形

小
数

　
２
け
た
を
か
け
る
か
け
算
の
筆

算

分
数

知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技

○
重
さ
の
加
減
計
算
が
で
き
る

。

○
a
倍
の
b
倍
が
a
×
b
倍
に
な
る
こ
と
が
理
解
で
き

る

。

角
と
そ
の
大
き
さ

折
れ
線
グ
ラ
フ

わ
り
算
の
筆
算

1
け
た
で
わ
る

一
億
を
こ
え
る
数

垂
直
・
平
行
と
四
角
形

小
数

わ
り
算
の
筆
算

２
け
た
で
わ
る

割
合

式
と
計
算
の
順
序

面
　
積

が
い
数
と
そ
の
計
算

考
え
て
み
よ
う

（
１

）

小
数
の
か
け
算
や
わ
り
算

調
べ
方
と
整
理
の
し
か
た

考
え
て
み
よ
う

（
２

）

分
数

変
わ
り
方

直
方
体
と
立
方
体

知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技

○
小
数
×
整
数
や
小
数
÷
整
数
の
計
算
が
で
き
る

。

○
２
つ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
の
票
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る

。

○
同
分
母
の
分
数
の
加
法
及
び
減
法
の
計
算
が
で
き
る

。

○
資
料
を
表
に
表
し
た
り
グ
ラ
フ
を
用
い
て
変
化
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る

。

○
見
取
図
や
展
開
図
を
か
い
た
り
，
直
線
や
平
面
の
平
行
・
垂
直
の
関
係

を
理
解
し
て
い
る

。

評価

○
正
方
形
及
び
長
方
形
の
面
積
の
計
算
に
よ
る
求
め
方
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
る

。

○
四
捨
五
入
が
で
き
る

。

◎･･･よくできた　　○･･･できた　　△･･･がんばろう

○
小
数
の
加
法
及
び
減
法
の
計
算
が
で
き
る

。

○
数
が
大
き
く
な
っ
た
り
２
け
た
の
数
で
割
っ
た
り
す
る
割
り
算
が
筆
算

で
で
き
る

。

○
何
倍
に
な
る
か
を
考
え
て

、
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
四
則
の
計
算
を
決
ま
り
に
従
っ
て
計
算
で
き
る

。

基
礎
基
本
の
定
着
・
目
標

○
角
の
大
き
さ
を
理
解
し

、
分
度
器
や
計
算
で
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る

。

○
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
あ
ま
り
を
含
む
割
り
算
が
筆
算
で
で
き
る

。

○
億
，
兆
の
数
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

。

○
直
線
の
平
行
や
垂
直
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

。

○
１
０
の
か
け
算
，
0
の
か
け
算
の
意
味
を
理
解
で
き
，
計
算

が
で
き
る

。

○
わ
り
算
の
答
え
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
時
刻
や
時
間
の
求
め
方
や
秒
に
つ
い
て
理
解
し
時
刻
や
時
間

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
に
気
を
つ
け
て
正
し
く
筆
算
で

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
一
億
ま
で
の
数
を
よ
ん
だ
り
か
い
た
り
で
き
る

。

○
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
に
気
を
つ
け
て
正
し
く
筆
算
で

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
表
や
グ
ラ
フ
を
読
み
取
っ
た
り
，
資
料
を
表
や
グ
ラ
フ
に
表

す
こ
と
が
で
き
る

。

○
□
を
使
う
式
に
表
し
た
り
あ
て
は
ま
る
数
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

。

評価

４
年
生

実施月 ４月～7月 ８月～12月 １月～３月

単元

観点

　○
円
や
球
の
中
心
，
半
径
，
直
径
の
意
味
を
理
解
で
き
，
円
を

か
い
た
り
，
長
さ
を
比
較
し
た
り
で
き
る

。

○
計
算
の
仕
方
を
理
解
し
，
筆
算
や
暗
算
で
で
き
る

。

○
分
数
の
大
小
の
判
断
や
，
同
分
母
分
数
の
加
減
計
算
を
す
る

こ
と
が
で
き
る

。

○
二
等
辺
三
角
形
，
正
三
角
形
の
定
義
や
性
質
を
理
解
し
，
コ

ン
パ
ス
を
使
っ
て
か
く
こ
と
が
で
き
る

。

○
小
数
の
意
味
，
表
し
方
，
大
小
関
係
を
理
解
し
，
数
の
加
減

計
算
が
で
き
る

。

○
2
,
3
位
数
×
2
位
数
の
筆
算
の
計
算
が
で
き
る

。

○
余
り
の
あ
る
わ
り
算
の
計
算
が
で
き
る

。

○
長
さ
の
単
位
k
m
に
つ
い
て
知
る

。

３
年
生

実施月 4月～7月 ８月～12月

基
礎
基
本
の
定
着
・
目
標

１月～３月

単元

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

長
さ

観点 知技

すくすく瀬戸っ子成長の記録 ～　小学校　算数　中学年編　～　（　　　　　　     　　　　　　　）



◎･･･よくできた　　○･･･できた　　△･･･がんばろう

か
ず
と
す
う
じ

な
ん
ば
ん
め

い
く
つ
と
い
く
つ

い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち

た
し
ざ
ん
１

ひ
き
ざ
ん
1

１
０
よ
り
お
お
き
い
か
ず

お
お
き
さ
く
ら
べ

な
ん
じ
な
ん
じ
は
ん

３
つ
の
か
ず
の
け
い
さ
ん

か
た
ち
づ
く
り

た
し
だ
ん
２

ひ
き
ざ
ん
２

も
の
と
ひ
と
の
か
ず

０
の
た
し
ざ
ん
と
ひ
き
ざ
ん

大
き
い
か
ず

１
０
０
ま
で
の
か
ず
の

け
い
さ
ん

お
お
い
ほ
う
す
く
な
い
ほ
う

な
ん
じ
な
ん
ぷ
ん

大
き
さ
く
ら
べ

（
２

）

知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技

た
し
算
と
ひ
き
算

長
さ

１
０
０
を
こ
え
る
数

か
さ

た
し
算
と
引
き
算
の

ひ
っ
算
２

　
　
か
け
算
１

　
　
し
き
と
計
算

　
　
図
を
つ
か
っ
て

　
　
か
ん
が
え
よ
う
２

か
け
算
２

三
角
形
と
四
角
形

か
け
算

九
九
の
き
ま
り

三
角
形
と
四
角
形

考
え
て
み
よ
う

（
３

）

1
0
0
㎝
を
こ
え
る
長
さ

１
０
０
０
を
こ
え
る
数

は
こ
の
形

分
数

知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技 知技

○
三
角
形
，
四
角
形
，
長
方
形
，
正
方
形
，
直
角
三
角
形
の
意
味
を

理
解
し
て
い
る

。

○
長
さ
の
単
位
m
と
c
m
の
単
位
の
関
係
を
理
解
し
て
い
る

。

○
繰
り
下
が
り
の
あ
る
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
，
計
算
が
で

き
る

。

○
箱
の
形
を
構
成
す
る
面
，
辺
，
頂
点
と
そ
れ
ら
の
数
を
知
る

。

○
1
/
2
や
1
/
4
の
意
味
を
実
感
的
に
理
解
し
，
そ
の
大
き
さ
を

つ
く
っ
た
り
表
す
こ
と
が
で
き
る

。

すくすく瀬戸っ子成長の記録～小学校　算数　低学年編～（　　　　　　　　　　　　　）

○
1
0
0
0
ま
で
の
数
を
表
し
た
り
よ
ん
だ
り

、
大
小
を
比
べ
る
こ

と
が
で
き
る

。

○
か
さ
の
相
互
関
係
や
L
，
d
L
，
m
L
単
位
を
用
い
て
表
す
こ
と

が
で
き
る

。

基
礎
基
本
の
定
着
・
目
標

○
か
け
算
の
式
に
表
し
た
り
，
九
九
を
唱
え
た
り
し
て
，
問
題
を
解

く
こ
と
が
で
き
る

。

○
九
九
の
表
を
使
っ
て
，
同
じ
答
え
の
か
け
算
を
み
つ
け
た
り
，
性

質
を
理
解
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

２
年
生

実施月 ４月～7月 ８月～12月

○
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
に
気
を
つ
け
て
計
算
す
る
こ
と
が
で

き
る

。

○
か
け
算
の
式
に
表
し
た
り
，
九
九
を
唱
え
た
り
し
て
，
問
題
を
解

く
こ
と
が
で
き
る

。

○

「
ま
と
め
て
考
え
る

」
と
い
う
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る

。

○
か
け
算
の
式
に
表
し
た
り
，
九
九
を
唱
え
た
り
し
て
，
問
題
を
解

く
こ
と
が
で
き
る

。

○
三
角
形
，
四
角
形
，
長
方
形
，
正
方
形
，
直
角
三
角
形
の
意
味
を

理
解
し
て
い
る

。

知技 知技

○
表
や
グ
ラ
フ
に
表
し
た
り

、
そ
れ
を
よ
ん
だ
り
で
き
る

○
日
・
時
・
分
の
関
係
が
わ
か
り
，
時
刻
や
時
間
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

。

○
暗
算
の
仕
方
を
理
解
し
，
そ
の
計
算
が
で
き
る

。

○
単
位
を
理
解
し

、
長
さ
を
測
定
し
た
り
直
線
を
か
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る

。

○
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
に
気
を
つ
け
て
，
計
算
が
で
き
る

。

○
数
量
の
関
係
を
線
分
図

(

テ
ー
プ
図

)

に
表
す
こ
と
が
で
き
る

。

評価

単元

ひ
ょ
う
と
グ
ラ
フ

じ
こ
く
と
じ
か
ん

ひ
っ
算
１

図
を
つ
か
っ
て

か
ん
が
え
よ
う
１

観点

評価

○
繰
り
下
が
り
の
あ
る
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
，
計
算
が
で

き
る

。

○
あ
る
数
量
を
他
の
数
量
に
置
き
換
え
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る

。

○
０
の
あ
る
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
，
計
算
が
で
き
る

。

○
1
0
0
ま
で
の
数
や
1
0
0
を
少
し
こ
え
る
数
に
つ
い
て
，
数
字

で
か
い
た
り
数
直
線
上
に
表
し
た
り
，
数
の
大
小
比
較
が
で
き
る

。

○
1
0
0
ま
で
の
数
の
た
し
算
，
ひ
き
算
が
で
き
る

。

○
何
時
何
分
の
時
刻
を
よ
ん
だ
り
，
文
字
盤
で
表
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る

。

1月～3月

○
ひ
き
算
の
式
に
表
し
て
答
え
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
2
1
ま
で
の
数
に
つ
い
て
，
加
減
計
算
が
で
き
る

。

○
長
さ
・
か
さ
の
概
念
を
理
解
し
，
具
体
物
の
長
さ
・
か
さ
の
比
較

が
で
き
る

。

○
何
時
や
何
時
半
を
よ
ん
だ
り
，
表
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

○
3
つ
の
数
を
た
し
た
り
，
ひ
い
た
り
す
る
計
算
が
で
き
る

。

○
い
ろ
い
ろ
な
形
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
，
つ
く
る
こ

と
も
で
き
る

。

○
繰
り
上
が
り
の
あ
る
計
算
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
計
算
が
で
き

る

。

1月～3月

○
6
，
7
，
8
，
9
，
1
0
の
合
成
・
分
解
と
，
1
０
の
補
数
関
係

を
理
解
す
る

。

１
年
生

実施月 ４月～7月 ８月～12月

単元

観点

基
礎
基
本
の
定
着
・
目
標

○
1
0
ま
で
の
数
の
数
の
観
念
，
よ
み
方
，
か
き
方
，
数
系
列
，
大

小
を
理
解
し
て
い
る

。

○
上
下
，
左
右
，
前
後
で
表
し
た
も
の
の
位
置
と
順
序
数
を
理
解
す

る

。

○
広
さ
を
直
接
比
べ
た
り
任
意
単
位
を
用
い
て
比
べ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る

。

○
立
体
の
観
察
か
ら
形
の
特
徴
を
と
ら
え
た
り
，
な
か
ま
分
け
が
で

き
る

。

○
合
併
や
増
加
の
場
面
を
た
し
算
の
式
に
表
し
，
計
算
を
す
る
こ
と

が
で
き
る

。

数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用



A･･･十分理解できた　　　B･･･まずまず理解できた　　C･･･あまり理解できていない

実施月

単元

観点 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 思判 態 知技 態 思判 態

観
点
別
の
評
価
の
基
準

○
四
則
を
含
む
式
の
計
算
が
で
き
る
　
ｐ
５
４
⑥

○

「
正
の
数
・
負
の
数
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
正
の
数
・
負
の
数

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
文
字
式
の
計
算
が
で
き
る
　
ｐ
８
０
⑤

○

｢

文
字
式
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
文
字
と
式
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
一
次
方
程
式
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
　
ｐ
１
１
０
③

○

｢

方
程
式
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
方
程
式
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
比
例
・
反
比
例
の
関
係
を
式
や
グ
ラ
フ
に
表
す
こ
と
が
で
き
る

　
ｐ
１
５
０
④
⑤

○

｢

比
例
・
反
比
例
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
比
例
・
反
比
例
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○

｢

平
面
図
形
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
平
面
図
形
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
立
体
の
表
面
積
や
体
積
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ｐ
２
１
７
①
②
③

○
空
間
図
形
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○

｢

デ

ｰ

タ
の
活
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
デ

ｰ

タ
の
活
用
と
分
析
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

1年時 自己評価

２年時 自己評価

３年時 自己評価

実施月

単元

観点 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 思判 態 思判 態 知技 思判 態 思判 態

観
点
別
の
評
価
の
基
準

○
多
項
式
の
計
算
・
単
項
式
の
乗
法
と
除
法
の
計
算
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
P
３
２
④

○

「
式
の
計
算
の
利
用

」
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
式
の
計
算

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
連
立
方
程
式
を
加
減
法
を
用
い
て
解
く
こ
と
が
で
き
る
が
で
き
る

　
P
４
８
②

○

｢

連
立
方
程
式
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
連
立
方
程
式

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
一
次
関
数
の
関
係
を
式
や
グ
ラ
フ
を
描
く
こ
と
が
で
き
る

　
P
9
2
③
④

○

｢
一
次
関
数
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
一
次
関
数

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
証
明
の
進
め
方
を
理
解
し
て
い
る

○

「
平
行
と
合
同

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○

｢

三
角
形
と
四
角
形
の
利
用

｣

の
問
題

(

証
明
等

）
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き

る ○

「
三
角
形
と
四
角
形

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
樹
形
図
や
表
な
ど
を
利
用
し
て
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
つ
い
て
確
率

　
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ｐ
１
７
０
①
②
③

○

｢

確
率
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

｢

確
率

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○

｢

箱
ひ
げ
図
を
活
用

｣

し
て
デ
ー
タ
を
比
較
し
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
デ

ｰ

タ
の
比
較

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

２年時 自己評価

３年時 自己評価

実施月

単元

観点 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態 知技 思判 態

観
点
別
の
評
価
の
基
準

○
因
数
分
解
が
で
き
る
　
ｐ
２
８
問
６
　
問
７

○

｢

式
の
計
算
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
多
項
式

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○

「
混
合
を
含
む
式
の
計
算

(

四
則

)

が
で
き
る
p
6
2
⑤

○

｢

平
方
根
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
平
方
根
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
２
次
方
程
式
を
因
数
分
解
を
用
い
て
解
く
こ
と
が
で
き
る

　
ｐ
８
４
④

○

｢

2
次
方
程
式
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○
2
次
方
程
式
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
x
・
ｙ
の
関
係
を
式
や
グ
ラ
フ
・
変
域
に
表
す
こ
と
が
で
き
る

　
ｐ
１
２
４
①
②
③
④

○

｢

ｙ
＝
a
x
2
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
ｙ
＝
a
x
2

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
三
角
形
の
相
似
条
件
を
理
解
し
て
い
る
ｐ
１
３
７
問
１

○

｢

相
似
な
図
形
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
相
似
な
図
形

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
円
周
角
や
中
心
角
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
ｐ
１
７
６
①

○

｢

円
周
角
の
定
理
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
円

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
三
平
方
の
定
理
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｐ
１
９
２
①

○

｢

三
平
方
の
定
理
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
三
平
方
の
定
理

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

○
標
本
調
査
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
ｐ
２
１
７
　
問
３
問
４

○

｢

標
本
調
査
の
利
用

｣

の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

○

「
標
本
調
査

」
の
単
元
は
お
も
し
ろ
い

３年時 自己評価

平行と合同

　　　　月

知技

○
ｎ
角
形
の
内
角
や
外
角
の
和
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

 
ｐ
１
０
６
問
９
 
問
１
０

○
三
角
形
の
合
同
条
件
を
覚
え
て
い
る
ｐ
１
１
５
例
１

確率

　　　　月

三角形と四角形

知技

○
直
角
三
角
形
の
合
同
条
件
を
理
解
し
て
い
る
ｐ
１
３
７
問
２

○
二
等
辺
三
角
形
・
平
行
四
辺
形
の
性
質
を
理
解
し
て
い
る

　
　

(

定
理
の
理
解

）

データの分析と活用

知技

○
箱
ひ
げ
図
を
か
い
た
り
，
四
分
位
範
囲
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
ｐ
１
８
８
①
②
③

　　　　月　　　　月

○

｢

空
間
図
形
の
利
用

｣
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る

知技 思判

○
作
図
が
で
き
る
　
ｐ
１
７
２
問
⑥
　
問
⑦

○
お
う
ぎ
形
の
弧
の
長
さ
と
面
積
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

　
ｐ
１
８
１
 
問
１

知技

○
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
や
度
数
分
布
表
か
ら
平
均
値
や
相
対
度
数
を
求
め
る

　
こ
と
が
で
き
る
　
ｐ
２
４
２
①

標本調査

　　　　月 　　　　月 　　　　月

すくすく瀬戸っ子成長の記録　     ～中学校　数学編～

　　　　月 　　　　月

多項式 平方根 2次方程式 ｙ＝ax2 相似な図形　 円 三平方の定理

３
年
生

　　　　月 　　　　月

式の計算 連立方程式 一次関数

1
年
生

２
年
生

　　　　月 　　　　月 　　　　月

　　　　月 　　　　月 　　　　月 　　　　月

データの分析と活用

　　　　月

正負の数 文字と式 方程式 比例と反比例

　　　月

空間図形

　　　　月

平面図形　



A･･･十分理解できた　　　B･･･まずまず理解できた　　C･･･あまり理解できていない

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

○
野
原
は
う
た
う
～
P
2
１

○
シ
ン
シ
ュ
ン

○
P
3
0
～
P
4
０

○
ダ
イ
コ
ン
は
大
き
な
根
？

○
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

○
P
５
２
～
P
５
９

○
P
6
0
～
P
6
６

○
詩
の
世
界

○
比
喩
で
広
が
る
言
葉
の
世
界

○
P
７
７
～
P
８
１

○
P
７
８
２
～
P
９
４

　
ち
に
…

○
大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
弟
た

○
星
の
花
が
ふ
る
こ
ろ
に

○
P
１
１
６
～
P
１
２
４

　
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

○

「
言
葉

」
を
持
つ
鳥

、
シ

○
ｐ
１
３
６
～
ｐ
１
５
２

○
古
典
の
世
界

○
い
ろ
は
歌

○
蓬
莱
の
玉
の
枝

○
P
１
5
8
～
P
１
７
４

　
直
す

○

「
不
便

」
の
価
値
を
見
つ
め

○
P
１
８
６
～
P
１
８
９

○
P
１
９
０
～
P
１
９
６

○
P
２
１
５

○
少
年
の
日
の
思
い
出
～

○
随
筆
二
編

○
P
２
２
０
～
P
２
３
６

○
文
法
１

○
文
法
２

○
文
法
３

読み取る
・文章の内容を的確におさえ、
要旨をとらえることができた

書く・知る

・目的や意図に応じて筋道を
立てて文章を書くことができ
る。
・文法や俳句、漢文などの仕組
みを正しく理解している。

聞く・話す

・相手の話す内容を理解した
り、相手につたえたいことを的
確にまとめたりして、目的に応
じた聞き方や話し方ができる。

漢字
・その単元で習う漢字を書くこ
とができる

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

○
　
～
　
P
１
２

○
ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト

○
枕
草
子

○
ｐ
３
２
～
ｐ
４
０

○
ク
マ
ゼ
ミ
増
加
の
原
因
を
探
る

○
ｐ
５
２
～
ｐ
５
９

○
ｐ
６
０
～
ｐ
６
６

○
短
歌
を
味
わ
う

○
短
歌
に
親
し
む

○
言
葉
の
力

○
ｐ
７
８
～
ｐ
８
１

○
ｐ
８
２
～
ｐ
９
０

○
盆
土
産

○
字
の
な
い
葉
書

○
ｐ
１
１
２
～
P
１
２
３

○
モ
ア
イ
は
語
る

○
ｐ
１
３
２
～
P
１
４
６

○
扇
の
的

○
平
家
物
語

○
源
氏
と
平
家

○
仁
和
寺
に
あ
る
法
師

○
漢
詩
の
風
景

を
知
っ
て
い
る
か

○
君
は

｢

最
後
の
晩
餐

｣

○

｢

最
後
の
晩
餐

｣

の
新
し
さ

○
p
1
8
4
～
ｐ
1
8
7

○
p
1
8
８
～
ｐ
1
９
４

○
走
れ
メ
ロ
ス

p
２
１
６
～
ｐ
２
２
９

○
文
法
１

○
文
法
２

○
文
法
３

読み取る
・文章の内容を的確におさえ、
要旨をとらえることができた

書く・知る

・目的や意図に応じて筋道を
立てて文章を書くことができ
る。
・文法や俳句、漢文などの仕組
みを正しく理解している。

聞く・話す

・相手の話す内容を理解した
り、相手につたえたいことを的
確にまとめたりして、目的に応
じた聞き方や話し方ができる。

漢字
・その単元で習う漢字を書くこ
とができる

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

○
　
～
　
P
１
２

○
握
手

○
学
び
て
時
に
之
を
習
ふ

○
ｐ
３
２
～
ｐ
４
０

○
作
ら
れ
た

「
物
語

」
を
超
え
て

○
ｐ
５
０
～
ｐ
６
１

○
P
6
2
～
P
6
8

○
俳
句
の
可
能
性

○
俳
句
を
味
わ
う

○
P
７
６
～
P
７
９

○
P
８
０
～
P
９
２

○
挨
拶

○
故
郷

○
P
1
1
4
～
P
１
２
２

○
人
工
知
能
と
の
未
来

○
人
間
と
人
工
知
能
と
創
造
性

○
P
1
3
0
～
ｐ
１
４
２

○
古
今
和
歌
集
仮
名
序

○
和
歌
の
世
界

○
君
待
つ
と

○
夏
草

「
お
く
の
ほ
そ
道

」
か
ら

○
誰
か
の
代
わ
り
に

○
P
１
７
２
～
P
1
7
7

○
P
1
７
８
～
P
１
９
４

○
温
か
い
ス
ー
プ

○
私
を
束
ね
な
い
で

○
ｐ
２
０
４
～
ｐ
２
０
９

○
文
法

○
文
法
１

○
文
法
２

読み取る
・文章の内容を的確におさえ、
要旨をとらえることができた

書く・知る

・目的や意図に応じて筋道を
立てて文章を書くことができ
る。
・文法や俳句、漢文などの仕組
みを正しく理解している。

聞く・話す

・相手の話す内容を理解した
り、相手につたえたいことを的
確にまとめたりして、目的に応
じた聞き方や話し方ができる。

漢字
・その単元で習う漢字を書くこ
とができる

８　未来へ向かって 文法

１
年

２
年

３
年

２視野を広げて ５　自らの考えを ６　いにしえの心を生み出す ７　価値をみいだす

文法

２多様な視点から ３　言葉と向き合う ５　論理を捉えて ６　いにしえの心を訪ねる ７　価値を語る 文法

観点 詳細

詳細

３言葉に立ち止まる ４　心の動き

１　広がる学びへ ４　人間のきずな

３　言葉とともに ４　状況の中で１　深まる学びへ

５　筋道を立てて

すくすく瀬戸っ子成長の記録　     ～中学校　国語編～

観点

１学びをひらく

観点 詳細

２新しい視点で ６いにしえの心にふれる ７価値をみいだす ８自分をみつめる

８　表現をみつめる
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Ằ − Ằ Ḁ ᶺ

 

5/ 2 ᾴᵺ  

ӣ ϻ Ἵϰ  

5/ 17 ⅓ᵕ  ̓ ᾴ Ḁ  

Ẫ Ầ ҁổ

ᵺ  

6/ 13  ⅓ᵕ − ᵺ  

Ϲ− ו Ẩ

Ӹ  
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